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告
住
民
ら
」
と
い
う
。）
が
、
大
阪
市

に
対
し
、
本
件
各
許
可
の
取
消
し
を
求

め
た
。

第
一
審
は
、
原
告
住
民
ら
に
は
本
件

各
許
可
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格

は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
訴
え
を
却
下

し
た
が
、
原
審
は
原
告
住
民
ら
の
原
告

適
格
を
認
め
た
。

最
高
裁
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
、

市
の
上
告
を
棄
却
し
た
。
な
お
、
１
人

の
補
足
意
見
及
び
１
人
の
意
見
が
あ

る
。（

１
）
行
政
事
件
訴
訟
法
第
９
条
第

１
項
に
い
う
「
法
律
上
の
利
益
を
有
す

る
者
」
と
は
、
当
該
処
分
に
よ
り
自
己

の
権
利
若
し
く
は
法
律
上
保
護
さ
れ
た

利
益
を
侵
害
さ
れ
、
又
は
必
然
的
に
侵

害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
を
い
い
、

当
該
処
分
を
定
め
た
行
政
法
規
が
、
不

特
定
多
数
者
の
具
体
的
利
益
を
専
ら
一

般
的
公
益
の
中
に
吸
収
解
消
さ
せ
る
に

と
ど
め
ず
、
そ
れ
が
帰
属
す
る
個
々
人

の
個
別
的
利
益
と
し
て
も
こ
れ
を
保
護

す
べ
き
も
の
と
す
る
趣
旨
を
含
む
と
解

さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
利
益

も
こ
こ
に
い
う
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利

益
に
当
た
り
、
当
該
処
分
に
よ
り
こ
れ

要旨：中澤　さゆり
判例情報

地方自治

納
骨
堂
経
営
許
可
処
分
取
消
、

納
骨
堂
経
営
変
更
許
可
処
分

取
消
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷　

令
和
５
年

５
月
９
日
判
決　

令
和
４
年
（
行
ヒ
）

第
１
５
０
号

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

原
審　

大
阪
高
等
裁
判
所　

令
和
４
年

２
月
10
日
判
決　

令
和
３
年
（
行
コ
）

第
77
号

第
一
審　

大
阪
地
方
裁
判
所　

令
和
３

年
５
月
20
日
判
決　

平
成
29
年（
行
ウ
）

第
１
４
８
号

上
告
棄
却

行
政
敗
訴

（
要
旨
）

大
阪
市
長
が
、
宗
教
法
人
で
あ
る
Ａ

寺
に
対
し
、
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る

法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
10

条
の
規
定
に
よ
り
、
納
骨
堂
の
経
営
の

許
可
及
び
そ
の
施
設
の
変
更
の
許
可

（
以
下
併
せ
て
「
本
件
各
許
可
」
と
い

う
。）
を
し
た
と
こ
ろ
、
同
納
骨
堂
の

周
辺
に
居
住
す
る
住
民
ら
（
以
下
「
原

を
侵
害
さ
れ
又
は
必
然
的
に
侵
害
さ
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
者
は
、
当
該
処
分
の

取
消
訴
訟
に
お
け
る
原
告
適
格
を
有
す

る
。そ

し
て
、
処
分
の
相
手
方
以
外
の
者

に
つ
い
て
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
の

有
無
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当

該
処
分
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
規
定
の

文
言
の
み
に
よ
る
こ
と
な
く
、
当
該
法

令
の
趣
旨
及
び
目
的
並
び
に
当
該
処
分

に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
内

容
及
び
性
質
を
考
慮
し
、
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
法
令
の
趣
旨
及
び
目
的

を
考
慮
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
法

令
と
目
的
を
共
通
に
す
る
関
係
法
令
が

あ
る
と
き
は
そ
の
趣
旨
及
び
目
的
を
も

参
酌
し
、
当
該
利
益
の
内
容
及
び
性
質

を
考
慮
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
処

分
が
そ
の
根
拠
と
な
る
法
令
に
違
反
し

て
さ
れ
た
場
合
に
害
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
利
益
の
内
容
及
び
性
質
並
び
に
こ
れ

が
害
さ
れ
る
態
様
及
び
程
度
を
も
勘
案

す
べ
き
で
あ
る
（
同
条
第
２
項
、
最
大

判
平
成
17
年
12
月
７
日
）。

（
２
）
法
第
10
条
は
、
墓
地
経
営
等

の
許
可
の
要
件
を
特
に
規
定
し
て
お
ら

ず
、
そ
れ
自
体
が
墓
地
等
の
周
辺
に
居
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【
関
連
法
規
】	

行
政
事
件
訴
訟
法
第
９

条
、
墓
地
、
埋
葬
等
に

関
す
る
法
律
第
10
条
、

大
阪
市
墓
地
、
埋
葬
等

に
関
す
る
法
律
施
行
細

則
（
昭
31
規
則
79
号
）

第
８
条

【
参
考
判
例
】	

最
高
裁
判
所
第
二
小
法

廷

	

平
成
12
年
３
月
17
日
判

決
（
集
民
１
９
７
号

６
６
１
頁
）

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

上
告
費
用
は
上
告
人
の
負
担
と
す

る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
夏
住
要
一
郎
、
同
高
坂

佳
郁
子
、
同
増
田
拓
也
の
上
告
受
理
申

立
て
理
由
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
大
阪
市
長
が
、
宗
教

法
人
で
あ
る
Ａ
寺
（
以
下
「
本
件
法
人
」

と
い
う
。）
に
対
し
、
墓
地
、
埋
葬
等

に
関
す
る
法
律（
以
下「
法
」と
い
う
。）

10
条
の
規
定
に
よ
り
、
納
骨
堂
の
経
営

の
許
可
（
以
下
「
本
件
経
営
許
可
」
と

い
う
。）
及
び
そ
の
施
設
の
変
更
の
許

可
（
以
下
「
本
件
変
更
許
可
」
と
い
い
、

本
件
経
営
許
可
と
併
せ
て
「
本
件
各
許

可
」
と
い
う
。）
を
し
た
と
こ
ろ
、
同

納
骨
堂
の
周
辺
に
居
住
す
る
被
上
告
人

ら
が
、
上
告
人
を
相
手
に
、
本
件
各
許

可
の
取
消
し
（
被
上
告
人
X5
及
び
同
X6

に
あ
っ
て
は
本
件
変
更
許
可
の
取
消
し

を
除
く
。
以
下
同
じ
。）
を
求
め
る
事

案
で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。（

１
）
法
10
条
は
、
１
項
に
お
い
て
、

墓
地
、納
骨
堂
又
は
火
葬
場
（
以
下
「
墓

地
等
」
と
い
う
。）
を
経
営
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
（
市
又
は

特
別
区
に
あ
っ
て
は
、市
長
又
は
区
長
。

以
下
同
じ
。）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
、
２
項
に
お

い
て
、
１
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
た
墓

環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
施
設
と

し
て
、
学
校
、
病
院
及
び
人
家
と
い
う

特
定
の
類
型
の
施
設
に
特
に
着
目
し
、

そ
の
周
囲
お
お
む
ね
３
０
０
ｍ
以
内
の

場
所
に
お
け
る
墓
地
経
営
等
は
、
こ
れ

ら
の
施
設
に
係
る
生
活
環
境
を
損
な
う

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
み
て
、
こ
れ
を

原
則
と
し
て
禁
止
す
る
規
定
と
、
同
条

た
だ
し
書
は
、
墓
地
等
が
国
民
の
生
活

に
と
っ
て
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に

も
配
慮
し
、
生
活
環
境
に
係
る
利
益
を

著
し
く
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
と
判
断

さ
れ
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
許
可
し

得
る
こ
と
と
し
た
規
定
と
解
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、本
件
細
則
第
８
条
は
、

墓
地
等
の
所
在
地
か
ら
お
お
む
ね

３
０
０
ｍ
以
内
の
場
所
に
敷
地
が
あ
る

人
家
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
居
住
す
る

者
が
平
穏
に
日
常
生
活
を
送
る
利
益
を

個
々
の
居
住
者
の
個
別
的
利
益
と
し
て

保
護
す
る
趣
旨
を
含
む
規
定
で
あ
る
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

原
告
住
民
ら
は
、
本
件
納
骨
堂
の
所

在
地
か
ら
お
お
む
ね
３
０
０
ｍ
以
内
の

場
所
に
敷
地
が
あ
る
人
家
に
居
住
し
て

い
る
者
に
当
た
る
か
ら
、
原
告
適
格
を

有
す
る
。

住
す
る
者
個
々
人
の
個
別
的
利
益
を
も

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も

の
と
は
解
し
難
い
（
最
二
小
判
平
成
12

年
３
月
17
日
）
が
、
同
条
が
許
可
の
要

件
を
規
定
し
て
い
な
い
の
は
、
墓
地
経

営
等
に
係
る
許
否
の
判
断
に
つ
い
て

は
、
法
の
目
的
に
従
っ
た
都
道
府
県
知

事
等
の
広
範
な
裁
量
に
委
ね
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
自
主
的
な
処
理
を
図
る

趣
旨
に
出
た
も
の
と
解
さ
れ
、同
条
は
、

法
の
目
的
に
適
合
す
る
限
り
、
墓
地
経

営
等
の
許
可
の
具
体
的
な
要
件
が
、
都

道
府
県
等
の
条
例
等
に
よ
り
補
完
さ
れ

得
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る

も
の
と
解
さ
れ
る
。

大
阪
市
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
施
行
細
則
（
以
下
「
本
件
細
則
」
と

い
う
。）
は
、
法
の
目
的
に
沿
っ
て
、

大
阪
市
長
が
行
う
法
第
10
条
の
墓
地
経

営
等
の
許
可
の
要
件
を
具
体
的
に
規
定

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
適
格
の

判
断
に
当
た
っ
て
は
、
本
件
細
則
の
趣

旨
及
び
目
的
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

本
件
細
則
第
８
条
本
文
は
、
墓
地
等

が
死
体
を
葬
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、

そ
の
存
在
が
人
の
死
を
想
起
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
良
好
な
生
活
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地
の
区
域
又
は
納
骨
堂
若
し
く
は
火
葬

場
の
施
設
（
以
下
「
墓
地
の
区
域
等
」

と
い
う
。）
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
者

も
、
同
様
と
す
る
旨
を
規
定
す
る
。

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行

細
則（
昭
和
31
年
大
阪
市
規
則
第
79
号
。

以
下「
本
件
細
則
」と
い
う
。）８
条
は
、

本
文
に
お
い
て
、
市
長
は
、
法
10
条
の

規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
墓
地

等
の
所
在
地
が
、
学
校
、
病
院
及
び
人

家
の
敷
地
か
ら
お
お
む
ね
３
０
０
ｍ
以

内
の
場
所
に
あ
る
と
き
は
、
当
該
許
可

を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
と
規
定
し
、

た
だ
し
書
に
お
い
て
、
市
長
が
当
該
墓

地
等
の
付
近
の
生
活
環
境
を
著
し
く
損

な
う
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
と
規
定
す
る
。

（
２
）
本
件
法
人
は
、平
成
28
年
４
月
、

大
阪
市
ａ
区
所
在
の
土
地
（
以
下
「
本

件
土
地
」
と
い
う
。）
を
購
入
し
た
。

（
３
）
大
阪
市
長
は
、
本
件
法
人
の

申
請
を
受
け
て
、
平
成
29
年
２
月
27
日

付
け
で
、
本
件
法
人
に
対
し
、
法
10
条

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
件
土
地
に
お

い
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
６
階

建
て
（
高
さ
24
・
５
ｍ
、
建
築
面
積

す
る
が
、
同
条
１
項
に
い
う
当
該
処
分

の
取
消
し
を
求
め
る
に
つ
き
「
法
律
上

の
利
益
を
有
す
る
者
」
と
は
、
当
該
処

分
に
よ
り
自
己
の
権
利
若
し
く
は
法
律

上
保
護
さ
れ
た
利
益
を
侵
害
さ
れ
、
又

は
必
然
的
に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
者
を
い
う
の
で
あ
り
、
当
該
処
分
を

定
め
た
行
政
法
規
が
、
不
特
定
多
数
者

の
具
体
的
利
益
を
専
ら
一
般
的
公
益
の

中
に
吸
収
解
消
さ
せ
る
に
と
ど
め
ず
、

そ
れ
が
帰
属
す
る
個
々
人
の
個
別
的
利

益
と
し
て
も
こ
れ
を
保
護
す
べ
き
も
の

と
す
る
趣
旨
を
含
む
と
解
さ
れ
る
場
合

に
は
、
こ
の
よ
う
な
利
益
も
こ
こ
に
い

う
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
に
当
た

り
、
当
該
処
分
に
よ
り
こ
れ
を
侵
害
さ

れ
又
は
必
然
的
に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
者
は
、
当
該
処
分
の
取
消
訴
訟

に
お
け
る
原
告
適
格
を
有
す
る
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
処
分
の
相
手
方
以
外
の
者

に
つ
い
て
上
記
の
法
律
上
保
護
さ
れ
た

利
益
の
有
無
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
当
該
処
分
の
根
拠
と
な
る
法
令
の

規
定
の
文
言
の
み
に
よ
る
こ
と
な
く
、

当
該
法
令
の
趣
旨
及
び
目
的
並
び
に
当

該
処
分
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
利

２
８
１
・
32
㎡
）
の
納
骨
堂
（
以
下
「
本

件
納
骨
堂
」
と
い
う
。）
を
経
営
す
る

こ
と
を
許
可
し
た
（
本
件
経
営
許
可
）。

そ
し
て
、
大
阪
市
長
は
、
本
件
法
人

の
申
請
を
受
け
て
、
令
和
元
年
11
月
26

日
付
け
で
、
本
件
法
人
に
対
し
、
法
10

条
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
件
納
骨
堂

の
施
設
を
変
更
す
る
こ
と
（
納
骨
堂
の

面
積
の
拡
張
等
）
を
許
可
し
た
（
本
件

変
更
許
可
）。

（
４
）
被
上
告
人
ら
は
、
い
ず
れ
も
、

本
件
土
地
か
ら
直
線
距
離
で
１
０
０
ｍ

以
内
に
所
在
す
る
建
物
に
居
住
し
て
い

る
者
で
あ
る
。

３　

原
審
は
、
本
件
納
骨
堂
か
ら
お

お
む
ね
３
０
０
ｍ
以
内
の
人
家
に
居
住

す
る
被
上
告
人
ら
は
本
件
各
許
可
の
取

消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
と

判
断
し
、
第
１
審
判
決
の
う
ち
被
上
告

人
ら
の
訴
え
を
却
下
し
た
部
分
を
取
り

消
し
て
、
同
部
分
に
つ
き
本
件
を
第
１

審
に
差
し
戻
し
た
。
所
論
は
、
原
審
の

上
記
判
断
に
は
、
法
令
の
解
釈
適
用
の

誤
り
及
び
判
例
違
反
が
あ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

４
（
１
）
行
政
事
件
訴
訟
法
９
条
は
、

取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
に
つ
い
て
規
定

益
の
内
容
及
び
性
質
を
考
慮
し
、
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
令
の
趣
旨
及

び
目
的
を
考
慮
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

当
該
法
令
と
目
的
を
共
通
に
す
る
関
係

法
令
が
あ
る
と
き
は
そ
の
趣
旨
及
び
目

的
を
も
参
酌
し
、
当
該
利
益
の
内
容
及

び
性
質
を
考
慮
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

当
該
処
分
が
そ
の
根
拠
と
な
る
法
令
に

違
反
し
て
さ
れ
た
場
合
に
害
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
利
益
の
内
容
及
び
性
質
並
び

に
こ
れ
が
害
さ
れ
る
態
様
及
び
程
度
を

も
勘
案
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
同
条
２

項
、
最
高
裁
平
成
16
年
（
行
ヒ
）
第

１
１
４
号
同
17
年
12
月
７
日
大
法
廷
判

決
・
民
集
59
巻
10
号
２
６
４
５
頁
参

照
）。

（
2
）
上
記
の
見
地
に
立
っ
て
、
被

上
告
人
ら
が
本
件
各
許
可
の
取
消
し
を

求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
判
断
す
る
。

ア　

法
は
、
墓
地
等
の
管
理
及
び
埋

葬
等
が
、
国
民
の
宗
教
的
感
情
に
適
合

し
、
か
つ
、
公
衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の

福
祉
の
見
地
か
ら
支
障
な
く
行
わ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
（
１
条
）、
10
条
に

お
い
て
、
墓
地
等
を
経
営
し
又
は
墓
地

の
区
域
等
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
者
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は
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
す
る
。
同

条
は
、
そ
の
許
可
の
要
件
を
特
に
規
定

し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
自
体
が
墓
地
等
の

周
辺
に
居
住
す
る
者
個
々
人
の
個
別
的

利
益
を
も
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
も
の
と
は
解
し
難
い
（
最
高
裁

平
成
10
年
（
行
ツ
）
第
10
号
同
12
年
３

月
17
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
裁
判
集
民

事
１
９
７
号
６
６
１
頁
参
照
。
以
下
、

こ
の
判
決
を
「
平
成
12
年
判
決
」
と
い

う
。）。

も
っ
と
も
、
法
10
条
が
上
記
許
可
の

要
件
を
特
に
規
定
し
て
い
な
い
の
は
、

墓
地
等
の
経
営
が
、
高
度
の
公
益
性
を

有
す
る
と
と
も
に
、国
民
の
風
俗
習
慣
、

宗
教
活
動
、
各
地
方
の
地
理
的
条
件
等

に
依
存
す
る
面
を
有
し
、
一
律
的
な
基

準
に
よ
る
規
制
に
な
じ
み
難
い
こ
と
に

鑑
み
、
墓
地
等
の
経
営
又
は
墓
地
の
区

域
等
の
変
更
（
以
下
「
墓
地
経
営
等
」

と
い
う
。）
に
係
る
許
否
の
判
断
に
つ

い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
法
の
目
的
に

従
っ
た
都
道
府
県
知
事
の
広
範
な
裁
量

に
委
ね
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
自
主

的
な
処
理
を
図
る
趣
旨
に
出
た
も
の
と

解
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
同
条
は
、

活
環
境
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

と
み
て
、
こ
れ
を
原
則
と
し
て
禁
止
す

る
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。そ
し
て
、

本
件
細
則
８
条
た
だ
し
書
は
、
墓
地
等

が
国
民
の
生
活
に
と
っ
て
必
要
な
も
の

で
あ
る
こ
と
に
も
配
慮
し
、
上
記
場
所

に
お
け
る
墓
地
経
営
等
で
あ
っ
て
も
、

個
別
具
体
的
な
事
情
の
下
で
、
上
記
生

活
環
境
に
係
る
利
益
を
著
し
く
損
な
う

お
そ
れ
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に

は
、
例
外
的
に
許
可
し
得
る
こ
と
と
し

た
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
本
件
細
則
８
条
は
、

墓
地
等
の
所
在
地
か
ら
お
お
む
ね

３
０
０
ｍ
以
内
の
場
所
に
敷
地
が
あ
る

人
家
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
居
住
す
る

者
が
平
穏
に
日
常
生
活
を
送
る
利
益
を

個
々
の
居
住
者
の
個
別
的
利
益
と
し
て

保
護
す
る
趣
旨
を
含
む
規
定
で
あ
る
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

ウ　

し
た
が
っ
て
、
法
10
条
の
規
定

に
よ
り
大
阪
市
長
が
し
た
納
骨
堂
の
経

営
又
は
そ
の
施
設
の
変
更
に
係
る
許
可

に
つ
い
て
、
当
該
納
骨
堂
の
所
在
地
か

ら
お
お
む
ね
３
０
０
ｍ
以
内
の
場
所
に

敷
地
が
あ
る
人
家
に
居
住
す
る
者
は
、

そ
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有

す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
所
論

引
用
の
平
成
12
年
判
決
は
、
周
辺
に
墓

地
及
び
火
葬
場
を
設
置
す
る
こ
と
が
制

限
さ
れ
る
施
設
の
類
型
や
当
該
制
限
を

解
除
す
る
要
件
に
つ
き
、
条
例
中
に
本

件
細
則
８
条
と
は
異
な
る
内
容
の
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
関
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
事
案
を
異
に
し
、
本
件

に
適
切
で
な
い
。

な
お
、
原
審
は
、
納
骨
堂
の
構
造
設

備
の
基
準
と
し
て
周
囲
に
塀
を
設
け
る

こ
と
等
を
規
定
す
る
本
件
細
則
10
条
２

号
の
趣
旨
及
び
目
的
を
も
参
酌
し
て
、

納
骨
堂
の
周
辺
に
居
住
す
る
者
が
上
記

許
可
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を

有
す
る
と
す
る
が
、
同
号
は
、
納
骨
堂

が
静
穏
な
環
境
の
下
で
死
者
を
追
悼
す

る
施
設
と
な
る
こ
と
を
確
保
し
、
こ
れ

を
利
用
す
る
者
の
利
益
を
保
護
す
る
趣

旨
の
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、

納
骨
堂
の
周
辺
に
居
住
す
る
者
に
上
記

原
告
適
格
を
認
め
る
根
拠
と
な
る
も
の

で
は
な
い
。

エ　

前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、

被
上
告
人
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
本
件
納

骨
堂
の
所
在
地
か
ら
お
お
む
ね
３
０
０

ｍ
以
内
の
場
所
に
敷
地
が
あ
る
人
家
に

法
の
目
的
に
適
合
す
る
限
り
、
墓
地
経

営
等
の
許
可
の
具
体
的
な
要
件
が
、
都

道
府
県（
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、

市
又
は
特
別
区
）
の
条
例
又
は
規
則
に

よ
り
補
完
さ
れ
得
る
こ
と
を
当
然
の
前

提
と
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
本
件
細
則
８
条
は
、
法
の

目
的
に
沿
っ
て
、
大
阪
市
長
が
行
う
法

10
条
の
規
定
に
よ
る
墓
地
経
営
等
の
許

可
の
要
件
を
具
体
的
に
規
定
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
被
上
告
人
ら
が
本
件
各

許
可
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を

有
す
る
か
否
か
の
判
断
に
当
た
っ
て

は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
法
令
と
し
て
本

件
細
則
８
条
の
趣
旨
及
び
目
的
を
考
慮

す
べ
き
で
あ
る
。

イ　

本
件
細
則
８
条
本
文
は
、
墓
地

等
の
設
置
場
所
に
関
し
、
墓
地
等
が
死

体
を
葬
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
（
法
２

条
）、
そ
の
存
在
が
人
の
死
を
想
起
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
良
好

な
生
活
環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る

施
設
と
し
て
、
学
校
、
病
院
及
び
人
家

と
い
う
特
定
の
類
型
の
施
設
に
特
に
着

目
し
、
そ
の
周
囲
お
お
む
ね
３
０
０
ｍ

以
内
の
場
所
に
お
け
る
墓
地
経
営
等
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
係
る
生
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居
住
し
て
い
る
者
に
当
た
る
か
ら
、
本

件
細
則
８
条
を
根
拠
と
し
て
、
本
件
各

許
可
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を

有
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

５　

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、

被
上
告
人
ら
が
本
件
各
許
可
の
取
消
し

を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
と
し
た

原
審
の
判
断
は
、
結
論
に
お
い
て
是
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
論
旨
は
採
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
な
お
、

裁
判
官
林
道
晴
の
補
足
意
見
、
裁
判
官

宇
賀
克
也
の
意
見
が
あ
る
。

裁
判
官
林
道
晴
の
補
足
意
見
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
多
数
意
見
に
賛
同
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
宇
賀
裁
判
官
の
意
見
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
多
数
意
見
の
趣
旨

に
つ
き
補
足
し
て
意
見
を
述
べ
て
お
き

た
い
。

本
件
に
お
い
て
、
被
上
告
人
ら
の
原

告
適
格
を
肯
定
す
る
た
め
平
成
12
年
判

決
を
変
更
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
の
理

由
は
、
直
接
的
に
は
、
多
数
意
見
の
指

摘
す
る
と
お
り
、
平
成
12
年
判
決
で
問

題
と
な
っ
た
条
例
と
本
件
細
則
８
条
の

記
の
と
お
り
、
行
政
事
件
訴
訟
法
９
条

２
項
が
追
加
さ
れ
た
趣
旨
を
踏
ま
え
た

適
切
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
て
、
審
理
を
担
当
す
る
裁
判
所
と

し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
判
断
に
必
要
な

限
度
を
超
え
た
主
張
立
証
が
漫
然
と
継

続
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
に

留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

裁
判
官
宇
賀
克
也
の
意
見
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
被
上
告
人
ら
が
本
件
各
許
可

の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
す

る
と
す
る
多
数
意
見
の
結
論
に
賛
成
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
異
に

す
る
の
で
、
以
下
、
意
見
を
述
べ
る
。

１　

多
数
意
見
は
、
墓
地
の
周
辺
住

民
の
原
告
適
格
を
否
定
し
た
平
成
12
年

判
決
に
つ
い
て
、
本
件
と
は
事
案
を
異

に
す
る
の
で
、
変
更
す
る
必
要
は
な
い

と
い
う
前
提
に
立
つ
。

し
か
し
、
本
件
で
平
成
12
年
判
決
を

変
更
せ
ず
、
専
ら
本
件
細
則
の
解
釈
に

よ
り
原
告
適
格
の
有
無
を
判
断
す
る

と
、
今
後
、
他
の
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
墓
地
経
営
等
の
許
可
に
つ
き
取
消

訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
、そ
の
都
度
、

条
例
又
は
規
則
の
規
定
の
仕
方
に
応
じ

規
定
ぶ
り
が
異
な
る
こ
と
に
あ
る
が
、

実
質
的
に
み
れ
ば
、
平
成
12
年
判
決
が

平
成
16
年
法
律
第
84
号
に
よ
る
行
政
事

件
訴
訟
法
の
改
正
前
の
事
案
で
あ
る
こ

と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
記

改
正
に
よ
り
、
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格

に
つ
い
て
規
定
し
た
同
法
９
条
に
２
項

が
追
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
同
項
は
、
国

民
の
権
利
利
益
の
救
済
範
囲
の
拡
大
を

図
る
観
点
か
ら
、
処
分
又
は
裁
決
の
相

手
方
以
外
の
者
（
以
下
「
第
三
者
」
と

い
う
。）
の
原
告
適
格
が
適
切
に
判
断

さ
れ
る
こ
と
を
一
般
的
に
担
保
す
る
た

め
、
裁
判
所
が
考
慮
す
べ
き
事
項
を
法

定
し
た
も
の
で
あ
る
。
被
上
告
人
ら
の

よ
う
な
第
三
者
の
原
告
適
格
に
つ
い
て

は
、
上
記
改
正
後
は
、
上
記
の
よ
う
な

同
項
が
追
加
さ
れ
た
趣
旨
を
踏
ま
え
、

よ
り
柔
軟
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
宇
賀
裁
判
官
は
、
訴
訟
の
入

口
で
あ
る
原
告
適
格
の
問
題
を
判
断
す

る
た
め
だ
け
に
数
年
単
位
の
期
間
を
費

や
す
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
旨
を
指
摘

す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
傾

聴
に
値
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
者
の
原
告
適
格
に
つ
い
て
は
、
前

た
解
釈
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
、
訴
訟

の
入
口
で
あ
る
原
告
適
格
の
判
断
だ
け

の
た
め
に
数
年
争
わ
れ
、
本
案
審
理
に

更
に
数
年
を
要
す
る
と
い
う
非
生
産
的

な
事
態
は
解
消
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、

規
定
の
僅
か
な
表
現
の
差
異
と
い
う
立

法
上
の
偶
然
（
同
じ
こ
と
を
念
頭
に
置

い
て
い
て
も
「
公
衆
衛
生
」
と
表
現
す

る
か
「
付
近
の
生
活
環
境
」
と
表
現
す

る
か
等
）
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、
同
じ

内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
が

条
例
や
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か
要

綱
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か
の
違
い
に
よ

り
、「
当
該
法
令
と
目
的
を
共
通
に
す

る
関
係
法
令
」（
行
政
事
件
訴
訟
法
９

条
２
項
）に
当
た
る
か
に
差
異
が
生
じ
、

地
方
公
共
団
体
ご
と
に
原
告
適
格
の
有

無
が
異
な
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
得

る
。２　

私
は
、
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格

に
つ
い
て
、
当
審
の
判
例
と
さ
れ
て
い

る
い
わ
ゆ
る
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益

説
の
立
場
に
立
っ
て
も
、（
な
お
、私
は
、

本
件
の
よ
う
な
特
定
施
設
の
周
辺
住
民

が
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
と
主
張
し
て

取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
事
案
に
お
い

て
、
個
別
保
護
要
件
を
設
け
る
こ
と
自
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体
に
懐
疑
的
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

そ
の
こ
と
は
お
く
と
し
て
も
）
以
下
の

理
由
に
よ
り
、
法
10
条
自
体
が
周
辺
住

民
の
個
別
的
利
益
を
保
護
し
て
お
り
、

周
辺
住
民
に
墓
地
経
営
等
の
許
可
の
取

消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
は
認
め
ら
れ

る
と
考
え
る
。

許
可
制
度
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

申
請
に
対
し
て
諾
否
の
応
答
を
行
政
庁

が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
（
行
政
手
続
法
２
条
３
号
）、
諾

否
の
応
答
の
基
準
を
想
定
し
な
い
許
可

制
度
は
あ
り
得
な
い
と
い
え
よ
う
。
本

来
、
許
可
制
度
を
設
け
な
が
ら
、
許
可

の
要
件
を
法
律
に
全
く
規
定
し
な
い
こ

と
は
、
法
律
の
留
保
に
お
け
る
規
律
密

度
の
観
点
か
ら
問
題
で
あ
り
、
地
方
の

実
情
に
配
慮
し
た
柔
軟
な
要
件
と
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

骨
格
的
な
要
件
は
法
律
自
体
に
明
示
す

べ
き
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ

れ
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
ゆ
え
に
、
法

10
条
は
、
墓
地
経
営
等
に
よ
る
不
利
益

を
被
る
者
の
原
告
適
格
を
認
め
て
い
な

い
と
解
す
る
と
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
法

律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
説
は
、
い
わ
ゆ

る
（
裁
判
上
）
保
護
に
値
す
る
利
益
説

法
１
条
の
「
国
民
の
宗
教
的
感
情
」

に
つ
い
て
、
墓
地
等
の
経
営
が
許
可
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
宗
教
的
感
情
に
影
響

を
受
け
る
の
は
、
何
よ
り
も
周
辺
住
民

で
あ
り
、
ま
た
、「
公
衆
衛
生
そ
の
他

公
共
の
福
祉
の
見
地
」
か
ら
支
障
が
生

ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
も
、
周
辺
住
民

で
あ
る
。
我
が
国
の
近
代
墓
地
法
制
の

嚆
矢
を
成
す「
墓
地
及
埋
葬
取
締
規
則
」

（
明
治
17
年
10
月
４
日
太
政
官
布
達
第

25
号
）
の
施
行
方
法
細
目
標
準
（
同
年

11
月
18
日
内
務
省
達
乙
第
40
号
）
２
条

が
、
墓
地
は
人
家
か
ら
約
60
間
以
上
の

距
離
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
て
い
た
こ
と
も
、
墓
地
法
制
の
目
的

と
な
る
公
衆
衛
生
と
は
、
周
辺
住
民
の

衛
生
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
墓
地
経
営
等
の
許
可

に
よ
り
個
別
具
体
的
な
影
響
を
受
け
る

の
は
周
辺
住
民
で
あ
る
か
ら
、
周
辺
住

民
の
利
益
を
一
般
的
公
益
の
中
に
吸
収

解
消
し
て
周
辺
住
民
の
原
告
適
格
を
否

定
す
べ
き
で
は
な
い
。
法
10
条
が
保
護

す
る
利
益
に
つ
い
て
公
益
と
称
す
る
こ

と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
周
辺
住

民
の
個
別
的
な
利
益
の
集
積
、
総
合
で

あ
っ
て
、
一
般
的
公
益
に
吸
収
解
消
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
念
の

た
め
に
付
言
す
れ
ば
、
墓
地
等
の
公
益

性
は
、
本
案
の
判
断
に
当
た
っ
て
考
慮

要
素
に
な
る
も
の
の
、
誰
が
許
可
処
分

を
争
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
原
告

適
格
の
判
断
で
問
題
に
な
る
公
益
と
は

異
な
る
も
の
で
あ
る
。

３　

平
成
12
年
判
決
が
周
辺
住
民
の

原
告
適
格
を
否
定
す
る
根
拠
の
一
つ

は
、
当
時
の
大
阪
府
墓
地
等
の
経
営
の

許
可
等
に
関
す
る
条
例
７
条
１
号
が
、

周
辺
に
墓
地
及
び
火
葬
場
を
設
置
す
る

こ
と
が
制
限
さ
れ
る
べ
き
施
設
を
住

宅
、
事
務
所
、
店
舗
を
含
め
て
広
く
規

定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
平
成
12
年

判
決
は
、
同
号
が
定
め
る
学
校
、
病
院

に
つ
い
て
は
原
告
適
格
を
否
定
す
る
説

示
に
お
い
て
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、

学
校
、
病
院
の
よ
う
に
少
数
の
限
定
さ

れ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
の

設
置
者
の
有
す
る
個
別
的
利
益
を
特
に

保
護
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
と
解
し
得
る

が
、
住
宅
、
事
務
所
、
店
舗
の
よ
う
に

広
範
に
存
在
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
広
が
り
の
あ
る
地
域
の
良
好
な

風
俗
環
境
を
一
般
的
に
保
護
し
よ
う
と

か
ら
の
批
判
に
耐
え
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
取
り
分
け
、
法

10
条
は
、
許
可
要
件
を
条
例
に
委
任
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
都
道
府

県
又
は
市
若
し
く
は
特
別
区
が
、
条
例

又
は
規
則
で
許
可
要
件
を
定
め
ず
、
審

査
基
準
を
要
綱
等
の
よ
う
に
、
法
令
と

し
て
の
性
格
を
有
し
な
い
も
の
で
定
め

る
に
と
ど
ま
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で

あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
行
政
事
件
訴

訟
法
９
条
２
項
の
「
関
係
法
令
」
と
し

て
原
告
適
格
を
認
め
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
墓
地
経
営
等
の
許
可

に
つ
い
て
、
法
は
要
件
を
一
切
定
め
て

い
な
い
が
、法
の
合
理
的
解
釈
に
よ
り
、

法
１
条
の
目
的
に
合
致
し
な
い
申
請
、

す
な
わ
ち
、
国
民
の
宗
教
的
感
情
に
適

合
せ
ず
又
は
公
衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の

福
祉
の
見
地
か
ら
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
申
請
は
許
可
し
な
い
と
い
う

要
件
が
存
在
し
て
い
る
と
解
す
る
べ
き

で
あ
る（
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
つ
き
、

最
高
裁
昭
和
57
年
（
行
ツ
）
第
１
４
９

号
同
60
年
12
月
17
日
第
三
小
法
廷
判

決
・
裁
判
集
民
事
１
４
６
号
３
２
３
頁

参
照
）。
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す
る
趣
旨
と
解
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に

よ
れ
ば
、
墓
地
等
の
周
辺
３
０
０
ｍ
以

内
に
学
校
又
は
病
院
が
存
在
し
な
い
場

合
に
は
、
法
１
条
の
目
的
に
反
す
る
墓

地
等
の
経
営
が
違
法
に
許
可
さ
れ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
誰
も
そ
れ
を
訴
訟
で

争
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
法
治
国

家
に
あ
る
ま
じ
き
状
態
が
生
ず
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。
同
条
例
が
、
そ
の

よ
う
な
事
態
を
想
定
し
て
、
７
条
１
号

を
設
け
た
と
解
す
る
の
は
不
合
理
で
あ

る
。ま

た
、
平
成
12
年
判
決
は
、
上
記
条

例
７
条
１
号
が
「
た
だ
し
、
知
事
が
公

衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
の
見
地
か

ら
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。」
と
定
め
て
い
る
こ

と
は
、
制
限
の
解
除
が
専
ら
公
益
的
見

地
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か

ら
、
同
号
が
個
別
的
利
益
を
保
護
す
る

趣
旨
と
は
い
え
な
い
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、「
公
衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の
福

祉
」
と
い
う
文
言
を
個
別
的
利
益
と
離

れ
た
公
益
を
保
護
す
る
趣
旨
と
解
す
る

こ
と
自
体
が
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
先

に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ

本
件
各
許
可
に
つ
い
て
い
え
ば
、
本
件

細
則
８
条
に
お
い
て
、
申
請
に
係
る
墓

地
等
の
所
在
地
が
学
校
、
病
院
及
び
人

家
の
敷
地
か
ら
お
お
む
ね
３
０
０
ｍ
以

内
の
場
所
に
あ
る
と
き
は
、
法
10
条
の

規
定
に
よ
る
許
可
を
行
わ
な
い
も
の
と

す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
上
記
人
家
に
居
住
す
る
者
に
つ
い

て
は
、
そ
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適

格
を
認
め
て
よ
い
と
考
え
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

林
道
晴　

裁
判

官　

宇
賀
克
也　

裁
判
官　

長
嶺
安
政

　

裁
判
官　

渡
邉
惠
理
子　

裁
判
官　

今
崎
幸
彦
）

て
、
同
号
た
だ
し
書
も
、
知
事
が
、
周

辺
住
民
の
個
別
的
利
益
が
害
さ
れ
る
お

そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
と
き
に
例
外
的

に
許
可
す
る
趣
旨
の
規
定
と
解
す
べ
き

で
あ
り
、
知
事
が
、
こ
の
点
に
関
す
る

判
断
を
誤
り
、
周
辺
住
民
の
宗
教
的
感

情
や
衛
生
状
態
を
害
す
る
よ
う
な
墓
地

等
の
経
営
を
許
可
す
れ
ば
、
周
辺
住
民

に
は
、
そ
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適

格
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
平
成

12
年
判
決
は
、
法
令
の
文
言
の
形
式
的

解
釈
に
拘
泥
し
紛
争
の
実
質
を
考
慮
し

て
い
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、

取
り
分
け
平
成
16
年
法
律
第
84
号
に
よ

る
改
正
後
の
行
政
事
件
訴
訟
法
９
条
２

項
に
よ
り
「
当
該
処
分
又
は
裁
決
の
根

拠
と
な
る
法
令
の
規
定
の
文
言
の
み
に

よ
る
こ
と
な
く
」
解
釈
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
た
現
在
に
お
い
て
は
、
変

更
を
免
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

５　

原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
者
の

範
囲
は
、
詳
細
な
主
張
立
証
を
経
る
こ

と
な
く
簡
明
な
方
法
で
判
定
す
べ
き
で

あ
る
か
ら
、そ
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、

各
地
方
公
共
団
体
の
条
例
、
規
則
、
要

綱
の
定
め
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。


